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研究要旨 

Escherichia albertii の食品での検査法を確立するために、11 試験

研 究 機 関 の 参 加 の も と コ ラ ボ レ イ テ ィ ブ ・ ス タ デ ィ を 実 施 し た 。 E. 

albertii 遺伝子検出リアルタイム PCR 法(IC を含む)では、鶏肉およびモ

ヤシ検体にかかわらず、また高菌数接種（88.5 CFU/25g）および低菌数

接種（17.7 CFU/25g）にかかわらず菌接種検体の全てが陽性であった。

分離培養法では、高菌数接種の鶏肉検体においては、いずれの分離培地

でも全検体から接種菌が分離され、モヤシ検体においても 8 割を超える

検体から接種菌が分離された。低菌数接種の鶏肉検体においては、RX-DHL

および RX-MAC では全検体から、その他の培地では９割以上の検体から接

種菌が分離され、モヤシ検体においては、5-7 割の検体から接種菌が分離

された。これらのことから、菌数が１検体当たり約 18 CFU の汚染レベル

では鶏肉検体で９割以上、モヤシ検体で 5 から 7 割、80 CFU 以上の汚染

レベルではほとんどの検体から分離されることが示された。また、 E. 

albertii 遺伝子検出リアルタイム PCR 法(IC を含む)では、分離培養法よ

りも概ね検出率が高い結果が得られ、スクリーニング法として優れてい

ることが示された。さらに、実検体で遺伝子検出で陽性になった場合に

は、分離平板培地から釣菌するコロニー数を増やすことによって検出率

を向上させることが重要であると考えられる。 
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Ａ．研究目的 

近 年 、 国 内 外 で Escherichia 

albertii の病原性、特に下痢原性

が周知され、海外では食中毒発生

リスクが懸念されている。既に日

本では 2003 年以降に集団食中毒事

例が発生しており、患者数 200 人

以上の事例も報告されている。し

かし、本菌の主要な汚染食品や汚

染環境、また、本菌の発症菌量は一

部を除いて不明であり解明が求め

られている。このため、汚染食品の

調査や汚染制御を行う必要がある

が、E. albertii の食品での検査法

は日本および米国や EU など諸外国

でも策定されていない。病原大腸

菌の一種で最も重篤化する腸管出

血性大腸菌では、日本および諸外

国において検査法が設定されてお

り、腸管出血性大腸菌の重要な病

原因子である Vero toxin (VT)遺

伝子（または志賀毒素遺伝子、stx）

の有無を食品培養液から検出する

ことによって腸管出血性大腸菌の

汚染の有無のスクリーニングが行

われている。これらの方法を参考

にして、E. albertii の食品での検

査法を確立するために各種方法の

検討を行い、優れた方法を組み合

わせて多機関によるコラボレイテ

ィブ・スタディを実施し評価する

こととした。E. albertii の主要な

O 血清型に関するデータが少ない

ため、本コラボレイティブ・スタデ

ィ参加の複数機関と先行研究を実

施し、ヒト由来 E. albertii 株 2 株

を用いて添加剤 AB 加 mEC 培地中で

42℃にて良好に増殖することを確
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認した。また、食肉や海産物などの

複数の食品についても検討し、本

コラボレイティブ・スタディでは、

E. albertii による汚染が報告さ

れている鶏肉を選定した。また、野

菜が原因と推定される集団食中毒

事例の報告があることから、より

夾雑菌が多く E. albertii の分離

が難しいと推定されるモヤシを選

定した。 

 

Ｂ.研究方法 

（１）コラボレイティブ・スタディ

の概要 

１．参加機関数：11 試験検査機

関 

岩手県環境保健研 究セン タ

ー、秋田県健康環境センター、

宮城県保健環境センター、宇都

宮市衛生環境試験所、埼玉県衛

生研究所、東京都健康安全研究

センター、山梨県衛生環境研究

所、三重県保健環境研究所、川

崎市健康安全研究所、静岡市環

境保健研究所、福岡市環境保健

環境研究所 

２．実施回数：1 回 

令和 3 年 12 月 6 日月曜日検

体着 

３．試験食品検体：鶏肉、モヤシ 

１ 機 関 につき、 鶏 肉 ９ 検 体

（高菌数接種３検体、低菌数接

種３検体、非接種３検体）、モヤ

シ９検体（高菌数接種３検体、

低菌数接種３検体、非接種３検

体）、鶏肉の陽性 1 検体の計１

９検体とした。 

４．機器、試薬および事前準備等 

１）機器 

・恒温器（42±１℃、37±１℃） 

・ABI リアルタイム PCR（機種 

ABI PRISM 7500、7500fast、

QuantStudio 3 または 

QuantStudio 5） 

機器設定：E. albertii を

標的とした FAM-BHQ ラベルに

ついては「FAM-none」、インタ

ーナルコントロール（IC）の

16S rRNA 遺伝子を標的とした

HEX-BHQ ラ ベ ル に つ い て は

「 VIC-none 」 に 設 定 し た 。

7500fast を 使 用 時 は

standard chemistry に設定し

た。なお、Ct 値はオート設定

で解析した。 

２）試薬 

Modified EC 培地（mEC；日

水 製 薬 ）、 Deoxycholate 

hydrogen sulfide lactose 培

地（DHL;日水製薬）、MacConkey

培地（MAC;Difco）、mEC 用添加

剤 AB 水溶液、キシロース（富

士フィルム和光純薬）、ラムノ

ース（富士フィルム和光純薬）、
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アルカリ熱抽出用試薬、リア

ルタイム PCR 用試薬、熱抽出

用試薬 

３）陽性用検体の準備 

陽性用検体には、コラボレ

イティブ・スタディに使用す

る E. albertii 株を試験用接

種検体よりも高い菌数レベル

に設定して接種した（約 2.5×

103 CFU/25 g）。 

（２）コラボレイティブ・スタディ

用検体の作製 

１．検体 

国 立 衛 研 に て市販の 鶏 も も

肉（国産）およびモヤシ（国産）

を購入し、事前に E. albertii

陰性であることを確認し、検体

として使用した。 

食品を冷蔵保存し、検体が試

験 に使用さ れ る日に標準寒天

培地にて一般生菌数を、XM-G 培

地にて大腸菌群数、大腸菌数を

測定した。1 食品あたり、高菌

数接種用検体 33 検体、低菌数

接種用検体 33 検体、非接種用

検体 33 検体（計 99 検体）、す

なわち 2 食品あたり計 198 検

体、加えて、陽性用検体 11 検

体（鶏肉のみ設定）を準備（計

209 検体）した。 

２．接種菌液の調製 

室温下でカジトン 培 地 に 保

存した菌株を TSB 10 mL に 1 白

金耳植菌し、37℃で 18 時間培

養した。培養液に９倍量の PBS

を加えて 1 分間混和した。同様

に 10-7 まで 10 倍階段希釈し、

これを接種菌液とした。 

３．検体の調製 

ストマッカー袋に検体を 25 

g 量り採り、菌非接種の検体に

つい て は空気を抜い て ストマ

ッカー袋上部をヒートシ ー ル

し た 。 低 菌 数 検 体 （ 約 15-20 

CFU/25 g 予定）には接種菌液を

0.1 mL、高菌数検体（約 75-100 

CFU/25 g 予定）には同菌液を

0.5 mL、陽性用検体には 10-5 希

釈液 0.145 mL を接種し（2.5×

103 CFU/25 g）、空気を抜いて上

部をヒートシールした。接種菌

数を確認するために、接種菌液

を Tryptic soy 寒 天 培 地 

(TSA) 72 枚に 0.1 mL ずつ塗抹

し、37℃で 24 時間培養した。 

４．検体の送付 

検体 19 袋の間に小型温度記

録計（サーモマネジャー）を挟

んでバイオセーフティー対応 2

次容器（バイオセーフティーバ

ッグ）に入れ、2 次容器と 3 次

容器の間に保冷剤を 3個入れた。

また、保冷剤が検体に直接触れ

ないように梱包剤を入れた。こ

− 74 −



れ ら をジュラ ルミンケー ス に

入れてゆうパック（冷蔵）にて

送付した。 

（３）コラボレイティブ・スタディ

の試験実施手順（図１） 

  11 日日目目   

検 体 を添付の小型温度記録

計とともに取り扱い、発送から

増 菌 培 養終了ま で 検 体 の置か

れた環境温度を記録した。 

検体入りのストマッカー袋に

あらかじめ室温（20℃位）以上

に温めた添加剤 AB 加 mEC 培地

225 mL を加え、１分間のストマ

ッカー処理を行い、42±１℃、

22±2 時間培養した。 

  22 日日目目    

一部の 培 養液を リ ア ル タ イ

ム PCR 法および分離培養法用に

測り取った。残りは冷蔵保管し、

当日使用の予備とした。小型温

度記録計は こ の段階で室温に

置き、容器返送時に返送した。 

1. 分離培養法 

培養液 10 µL ずつを各分離

培地（1%ラムノースおよび 1%

キシロース添加 DHL;RX-DHL、

1%ラムノースおよび 1%キシロ

ース添加 MAC;RX-MAC、DHL、MAC）

2 枚に接種し画線した。この際、

コロニーが多く出現するよう

に画線した。その後、37±１℃

にて 22〜24 時間培養した。 

2. DNA 抽出およびリアルタイ

ム PCR 法（E. albertii および

IC を検出） 

培養液 0.1 mL をマイクロ

チューブに移し、アルカリ熱

抽出法にて DNA を抽出した。

リアルタイム PCR に使用後、

残ったアルカリ熱抽出物を -

20℃にて保存した。 

［E. albertii 検出リアルタ

イム PCR 法（IC を含む）］ 

反応試薬組成は以下の計 25 

µL とし、DNA 抽出液 5 µL を加

えた。 

・ 2 × Master Mix 

(Environmental Mastermix) 

12.5 µL 

・プライマー  

EA_rtF2 (10 µM)、EA_rtR2 (10 

µM) 各 0.9 µL 

16SRna-F (9.6 µM)、16SRna-R 

(9.6 µM) 各 0.5 µL 

・プローブ 

EA_rtP2 (5 µM) FAM-BHQ1 ラ

ベルを 0.9 µL 

16SrRNA-P (5 µM) HEX-BHQ1

ラベル 0.6 µL 

・D.W. 5.7 µl 

反応条件:50℃２分、95℃10 分

とし、95℃15 秒、60℃１分を

45 サイクル 
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判定：リアルタイム PCR の解

析を行い、Ct 値が得られてい

る場合を陽性とした。 

1 検体につき 2 反応を行っ

た。反応時にはアルカリ熱抽

出物の代わりに滅菌蒸留水な

どを用いて陰性コントロール

を 設 定 し た 。 Positive 

control は、ポジコン DNA 抽出

物（E. albertii EA21 由来）

を使用した。 

  33 日日目目    

1. 分離菌の確認 

平板を観察し、各平板種類

（2 枚）ごとに疑われるコロニ

ー最大 5 個を釣菌した。 

E. albertii は、DHL、RX-

DHL、MAC および RX-MAC 上で無

色透明のコロニーを形成し、

コロニー周辺の培地の色が透

明になる場合が多いが、コロ

ニー中心が赤や茶に発色する

ものは E. albertii ではない

場合が多いため注意を払った。 

室温または冷蔵保管中にコ

ロニーが赤色化して判別しに

くくなるため、培養終了後、速

やかにコロニーを確認し、釣

菌するコロニーに印をつけた。

それらコロニーを RX-DHL に

継代（隣接するコロニーと混

ざっている場合は画線し単離

する）し、37±１℃にて 22〜

24 時間培養した。 

  44 日日目目    

1. 分離菌の確認 

継代したコロニーの色を 22

〜24 時間培養後速やかに確認

した。無色透明コロニーとそ

れ以外の色のコロニーについ

て数を結果記入表に記入した 

E. albertii と思われるコ

ロニーについてのみ、熱抽出

法にて DNA を抽出した。 

2. リ ア ル タ イ ム PCR （ E. 

albertii および IC を検出） 

E. albertii 検出リアルタ

イム PCR 法（IC を含む）は、

「2. DNA 抽出およびリアルタ

イム PCR 法（E. albertii お

よび IC を検出）」に従って実

施した。ただし、1 検体につき

1 反応を行った。 

3. 試験結果報告と解析 

結果表に記入した試験結果

およびリアルタイム PCR（スク

リーニングのみ）のランファ

イル（sds 形式または eds 形

式）を、事務連絡担当者にメー

ルにて返送した。また、検体に

添付された小型温度記録計お

よび検体送付容器（梱包付属

品も含む）を試験終了後、返送

した。 
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国立衛研にて試験結果を集

計後、Outlier 機関の検定およ

び検出方法間の有意差検定を

行った。いずれの検定におい

ても、一元配置分散分析を行

い、事後解析として、多重比較

である Tukey-Kramer 法で解

析を行った。いずれの検定も

有意水準は両側 5％とした。 

 

Ｃ．研究結果 

（１）検体 

供試した検体の一般生菌数は、

鶏肉で 1.8×104 CFU/g、モヤシで

は 6.9×107 CFU/g であった。大腸

菌群数は、鶏肉で 3.4×103 CFU/g、

モヤシでは 1.2×107 CFU/g であっ

た。大腸菌は、鶏肉 3.0×102 CFU/g、

モヤシでは検出されなかった（＜

100 CFU/g）。 

検体への接種菌液の菌数測定の

ために低菌数用菌液を TSA に塗抹

し た 結 果 、 低 菌 数 接 種 で は 17.7 

（6-73）CFU/25 g であった。この

5 倍量を高菌数用菌液としたこと

から、高菌数接種では 88.5 CFU/25 

g であった。 

（２）検体の輸送および増菌培養

での温度 

全機関について梱包後に温度は

速やかに 10℃程度に下がり、その

後徐々に低下し、輸送時の温度は

ほぼ-2.5℃から 1.5℃に保たれて

各機関に配送された。到着後、梱包

されたまま試験開始まで保管され、

梱包から約 32 時間後までに開梱し

増菌培養に供された。増菌温度は

全機関でおおよそ 41℃から 44℃で

あった。 

（３）陽性用検体への菌の接種 

陽性用検体（鶏肉）の接種菌数は

検体あたり 2.6×103 CFU/25 g で

あった。いずれの機関においても、

E. albertii 検出リアルタイム PCR

法(IC を含む)と分離培養法のいず

れの培地においても陽性であった。 

（４）E. albertii 検出リアルタイ

ム PCR 法(IC を含む)での検出結

果 

E. albertii の検出結果は（表

１）、鶏肉検体においては、低菌数

接種および高菌数接種ともに全機

関で各 3 検体全てが陽性であった。

それらの Ct 値は、低菌数接種で約

17〜25、高菌数接種で 16〜21 であ

った。菌非接種では、2 機関で 3 検

体中 1 検体が陽性（Ct 値は約 20〜

40）、その他の機関では全検体が陰

性であった。また、全機関とも陽性

用検体は陽性であり、Ct 値は約 16

〜17 であった。モヤシ検体におい

ても、鶏肉検体と同様に低菌数接

種および高菌数接種ともに全機関

で各 3 検体全てが陽性であった。
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それらの Ct 値は、低菌数接種で約

19〜34、高菌数接種で 18〜30 であ

った。菌非接種では、1 機関で 3 検

体中 2 検体が陽性（Ct 値は約 40〜

41）、その他の機関では全検体が陰

性であった。なお、同時に測定した

IC は、全機関で全検体とも陽性で

あった。 

（５）各分離培地での E. albertii

様無色コロニーの分離 

4 種類の分離培地（ラムノースお

よびキシロース添加 DHL；RX-DHL、

ラムノースおよびキシロース添加

MAC;RX-MAC、DHL、MAC）上のコロニ

ーを観察し、各培地につき最大 5 コ

ロニーの E. albertii 様無色コロ

ニーを釣菌した。 

各分離培地での E. albertii 様

無色コロニーが分離された検体の

割合を集計した。鶏肉検体の低菌

数接種および高菌数接種のいずれ

でも 11 機関の 3 検体中 3 検体が E. 

albertii 様無色コロニー陽性であ

った。鶏肉検体の非接種では、各機

関 や 分 離 培 地 に よ っ て E. 

albertii 様無色コロニーが認めら

れた検体数は 0 から 3 までばらつ

きが認められた。モヤシ検体の低

菌数接種では、5 機関で 4 種類の全

分離培地で 3 検体中 3 検体が E. 

albertii 様無色コロニー陽性であ

り、その他 6 機関はいずれかの分

離培地で陰性が認められた。モヤ

シ検体の高菌数接種では、4 種類の

全分離培地で 3 検体中 3 検体が E. 

albertii 様無色コロニー陽性とな

ったのは 9 機関あり、その他 2 機

関はいずれかの分離培地で陰性が

認められた。モヤシ検体の非接種

では、各機関や分離培地によって E. 

albertii 様無色コロニーが認めら

れた検体数は 0 から 3 までばらつ

きが認められた。 

各分離培地での E. albertii 様

無色コロニー数（3 検体合計）を集

計した。鶏肉検体の低菌数接種で

は、E. albertii 様無色コロニーの

集計数は 9 機関が 4 種類の全分離

培地のいずれにおいても合計 15 コ

ロニー、2 機関では分離培地の一部

で 10 から 15 コロニーであった。

鶏 肉 検 体 の 高 菌 数 接 種 で は 、 E. 

albertii 様無色コロニーの集計数

は 8 機関が 4 種類の全分離培地で

合計 15 コロニー、3 機関では分離

培地の一部で 12 から 14 コロニー

であった。鶏肉検体の非接種では、

各 機 関 や 分 離 培 地 に よ っ て E. 

albertii 様無色コロニー数の合計

が 0 から 15 までばらつきが認めら

れた。モヤシ検体の低菌数接種で

は、E. albertii 様無色コロニーの

集計数は 5 機関が 4 種類の全分離

培地で合計 15 コロニー、6 機関で
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は分離培地の一部で 0 から 15 コロ

ニーであった。特に、RX-DHL およ

び RX-MAC で 各 1 機 関 で E. 

albertii 様無色コロニーが生育し

ていなかった。モヤシ検体の高菌

数接種では、E. albertii 様無色コ

ロニーの集計数は 7 機関が 4 種類

の全分離培地で合計 15 コロニー、

4 機関では分離培地の一部で 2 か

ら 15 コロニーであった。モヤシ検

体の非接種では、各機関や分離培

地によって E. albertii 様無色コ

ロニー数の合計が 0 から 15 までば

らつきが認められた。 

（６）分離培地から RX-DHL に継代

したコロニーの色による判定 

（５）で釣菌した分離培地上の E. 

albertii 様無色コロニー（最大 5

コロニー）を RX-DHL へ継代し培養

した際の生育コロニーの色を判定

した。 

分離培地から RX-DHL に継代した

コロニーが E. albertii 様無色コ

ロニーであった検体の割合を集計

した。鶏肉検体の低菌数接種では、

11 機関中 10 機関が 4 種類の全分

離培地で 3 検体中 3 検体、1 機関の

DHL では 3 検体中 2 検体、MAC では

3 検体中 1 検体が E. albertii 様

無色コロニー陽性であった。鶏肉

検体の高菌数接種では、全機関で 4

種類の全分離培地で 3 検体中 3 検

体が E. albertii 様無色コロニー

陽性であった。鶏肉検体の非接種

では、全ての E. albertii 様無色

コロニーが継代した RX-DHL 上では

E. albertii 様無色コロニーでは

なかった。モヤシ検体の低菌数接

種では、3 機関が 4 種類の全分離培

地で 3 検体中 3 検体で E. albertii

様無色コロニー陽性であり、その

他の機関はいずれかの条件かで陰

性が認められた。特に、RX-DHL は

1 機関、RX-MAC は 1 機関、DHL は 2

機関、MAC は 3 機関が 3 検体中 3 検

体が E. albertii 様無色コロニー

陰性となった。モヤシ検体の高菌

数接種では、7 機関が 4 種類の全分

離 培 地 で 3 検 体中 3 検 体 が E. 

albertii 様無色コロニー陽性とな

り、その他の機関はいずれかの条

件で陰性が認められた。特に、DHL

と MAC での分離においては 1 機関

が 3 検体中 3 検体が E. albertii

様無色コロニー陰性となった。モ

ヤシ検体の非接種では、RX-DHL で

1 機関、RX-MAC で 2 機関でそれぞ

れ 1 検体が E. albertii 様無色コ

ロニー陽性となったが、それらを

除いた全検体が継代した RX-DHL 上

では E. albertii 様無色コロニー

陰性であった。 

分離培地から RX-DHL に継代した

コロニーのうちの E. albertii 様
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無色コロニーの割合（3 検体の合計）

を集計した。モヤシ検体の低菌数

接種では、RX-DHL および RX-MAC で

各 1 機関、DHL で 2 機関、MAC で 3

機関、モヤシ検体の高菌数接種で

は、DHL および MAC で各 1 機関では

継代した 2 から 15 個のコロニー全

てが RX-DHL 上では E. albertii 様

無色コロニーを形成しなかった。 

分離培地から RX-DHL に継代した

コロニーのうちの E. albertii 様

無色コロニーの割合（全機関合計）

を集計した（表２）。鶏肉検体の低

菌数接種では、RX-DHL で 0.942、

RX-MAC で 0.957 と高い割合で釣菌

したコロニーが RX-DHL 培地上で E. 

albertii 様無色コロニーであった

一方で、DHL と MAC ではそれぞれ

0.761 と 0.744 と割合が低かった。

高菌数接種では、いずれの培地で

も継代したコロニーの RX-DHL 上で

の E. albertii 様無色コロニーの

割合が 0.840 以上と高かった。非

接種では、RX-DHL で 18 コロニー、

RX-MAC で 25 コロニー、DHL で 94 コ

ロニー、MAC で 138 コロニーを釣菌

し継代したが、全て継代した RX-

DHL 上では E. albertii 様無色コ

ロニーを形成しなかった。モヤシ

検体の低菌数接種では、RX-DHL で

0.825、RX-MAC で 0.847 と高い割合

で継代したコロニーが RX-DHL 培地

上で E. albertii 様無色コロニー

であった一方で、DHL と MAC でそれ

ぞれ 0.537 と 0.323 と割合が低か

った。モヤシ検体の高菌数接種で

は、RX-DHL、RX-MAC、DHL で 0.945

以上と高い割合で継代したコロニ

ーが RX-DHL 培地上で E. albertii

様無色コロニーであった。MAC では、

0.588 と約半数のコロニーは継代

した RX-DHL 上では E. albertii 様

無色コロニーを形成しなかった。

モヤシ検体の非接種では、RX-DHL

で 5 コロニー継代したうちの 1 コ

ロニー、RX-MAC で 9 コロニー継代

したうちの 3 コロニーが RX-DHL 上

で E. albertii 様無色コロニーで

あったが、DHL の 40 コロニー、MAC

の 130 コロニーを含むその他全て

のコロニーは、継代した RX-DHL 上

では E. albertii 様無色コロニー

を形成しなかった。 

（ ７ ）継代 RX-DHL 培 地 上 で E. 

albertii 様無色であったコロニ

ーの PCR による確認 

（６）で継代 RX-DHL 培地上で E. 

albertii 様無色コロニーを形成し

たコロニーについて、E. albertii

検 出 リ ア ル タ イ ム PCR に て E. 

albertii であるか確認した。 

継代で E. albertii 様無色であ

っ た コ ロ ニ ー の う ち PCR で E. 

albertii であると確定された検体
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の割合を集計した。その結果、鶏肉

検体の低菌数接種では、11 機関中

10 機関で 4 種類の全分離培地で３

検体中 3 検体が E. albertii 分離

陽性と判定され、1 機関で DHL の 2

検体中 2 検体、MAC の 1 検体中 1 検

体が E. albertii 分離陽性と判定

された。鶏肉検体の高菌数接種で

は、全機関で 4 種類の全分離培地

で３検体中 3 検体が E. albertii

分離陽性と判定された。鶏肉検体

の非接種では、全機関の全分離培

地で検出されなかった。モヤシ検

体の低菌数接種では、11 機関中 3

機関において、4 種類の全分離培地

で 3 検体中 3 検体が E. albertii

分離陽性と判定された。特に、RX-

DHL および RX-MAC では 2 機関、DHL

は 4 機関、MAC は 3 機関で 3 検体中

3 検体が E. albertii 分離陰性と

判定された。モヤシ検体の高菌数

接種では、11 機関中 7 機関におい

て、4 種類の全分離培地で３検体中

3 検体が E. albertii 分離陽性と

判定された。その他 4 機関につい

ては、RX-DHL では 1 機関で 2 検体

中 2 検体、RX-MAC では 1 機関で 1

検体中 1 検体、DHL では 1 機関で 2

検体中 2 検体、MAC では 2 機関で 2

検体中 2 検体が E. albertii 分離

陽性となった。特に、DHL および MAC

では各 1 機関で 3 検体中 3 検体が

E. albertii 分離陰性と判定され

た。モヤシ検体の非接種では、全機

関で E. albertii 分離陰性であっ

た。 

継代で E. albertii 様無色のコ

ロニーのうち PCR で E. albertii

であると確定されたコロニーの割

合（３検体の合計）を集計した。鶏

肉検体の低菌数接種では、RX-DHL

で供試した 6 から 15 コロニー、RX-

MAC で 9 から 15 コロニー、DHL で 7

から 15 コロニー、MAC で 2 から 15

コロニーの全てが E. albertii で

あると確定された。鶏肉検体の高

菌数接種では、RX-DHL で供試した

12 から 15 コロニー、RX-MAC で 14

から 15 コロニー、DHL で 10 から 15

コロニー、MAC で 7 から 15 コロニ

ーの全てが E. albertii であると

確定された。鶏肉検体の非接種で

は 、 全 機 関 の 全 分 離 培 地 で E. 

albertii が分離されなかった。モ

ヤ シ 検 体 の 低 菌 数 接 種 で は 、 RX-

DHL および RX-MAC で 1 機関、DHL で

2 機関、MAC で 3 機関において、継

代した RX-DHL 培地で E. albertii

様無色コロニーが存在しなかった。

また、RX-DHL で 1 機関の 1 コロニ

ー、RX-MAC で 1 機関の 3 コロニー、

DHL で 2 機関の各 1 コロニーが全

て E. albertii でないと確定され

た。上記以外のモヤシ検体の低菌
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数接種は、継代した RX-DHL 培地で

E. albertii 様無色であった各 1 か

ら 15 コロニー全てが E. albertii

であると確定された。モヤシ検体

の高菌数接種では、1 機関の DHL お

よび MAC において、継代した RX-

DHL 培地で E. albertii 様無色コ

ロニーが存在しなかった。上記以

外のモヤシ検体の低菌数は、継代

した RX-DHL 培地で E. albertii 様

無色であった各 2 から 15 コロニー

全てが E. albertii であると確定

された。 

また、継代で E. albertii 様無

色 の コ ロ ニ ー の う ち PCR で E. 

albertii であると確定されたコロ

ニーの割合（全機関合計）を集計し

た（表３）。鶏肉検体の低菌数接種

および高菌数接種では、PCR に供試

した全コロニーが E. albertii 陽

性であった。また、非接種では、継

代した RX-DHL で E. albertii 様無

色のコロニーが無かったため、PCR

に供試したコロニーは無かった。

モヤシ検体の低菌数接種では、RX-

DHL、RX-MAC、DHL でそれぞれ 1、3、

2 個の E. albertii 陰性コロニー

が存在した。高菌数接種では、PCR

に供試 し た 全 て の コ ロ ニ ー が E. 

albertii 陽性であった。非接種で

は RX-DHL および RX-MAC でそれぞ

れ 1、3 コロニーは E. albertii 陰

性であった。鶏肉検体およびモヤ

シ検体を合計したコロニー数で比

較すると、E. albertii 陽性コロニ

ー数は RX-MAC で最も多く（548 コ

ロニー）、次いで RX-DHL（522 コロ

ニー）、DHL（435 コロニー）、MAC（404

コロニー）となった。 

（８）各分離培地での E. albertii

分離の結果 

各分離培地での E. albertii が

分離された検体の割合を集計した。

鶏肉検体の低菌数接種では、1 機関

の DHL（3 検体中 2 検体陽性）およ

び MAC（3 検体中 1 検体陽性）を除

く全ての条件で 3 検体中 3 検体が

E. albertii 分離陽性となった。ま

た、鶏肉検体の高菌数接種では、全

ての条件で 3 検体中 3 検体が E. 

albertii 分離陽性となり、非接種

では、全ての条件で 3 検体中 3 検

体が E. albertii 分離陰性となっ

た。モヤシ検体の低菌数接種では、

RX-DHL と RX-MAC において 6 機関、

DHL において 5 機関、MAC において

3 機 関 で 3 検 体中 3 検 体 が E. 

albertii 分離陽性となった。モヤ

シ検体の低菌数接種において 3 検

体中 3 検体が E. albertii 分離陰

性となったのは、RX-DHL で 2 機関、

RX-MAC で 2 機関、DHL で 4 機関、

MAC で 3 機関あった。モヤシ検体の

高菌数接種では、RX-DHL と RX-MAC
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において 10 機関、DHL において 9

機関、MAC において 8 機関で 3 検体

中 3 検体が E. albertii 分離陽性

となった。モヤシ検体の高菌数接

種において 3 検体中 3 検体が E. 

albertii 分離陰性となったのは、

機関 5 の DHL および MAC のみであ

った。鶏肉検体の非接種では、全て

の条件で 3 検 体中 3 検 体 が E. 

albertii 分離陰性となった。 

各分離培地での釣菌したコロニ

ーのうち E. albertii コロニーの

割合（３検体の合計）を集計した。

鶏肉検体の低菌数接種で、RX-DHL

は釣菌した 10 から 15 コロニーの

うちの 6 から 15 コロニー、RX-MAC

は釣菌した 11 から 15 コロニーの

うちの 9 から 15 コロニー、DHL は

釣菌した 12 から 15 コロニーのう

ちの 7 から 15 コロニー、MAC は釣

菌した 12 から 15 コロニーのうち

の 2 か ら 15 コ ロ ニ ー が E. 

albertii であると確定された。鶏

肉検体の高菌数接種では、RX-DHL

は釣菌した 12 から 15 コロニーの

うちの 12 から 15 コロニー、RX-MAC

は釣菌した 15 コロニーのうちの 14

から 15 コロニー、DHL は釣菌した

12 から 15 コロニーのうちの 10 か

ら 15 コロニー、MAC は釣菌した 13

から 15 コロニーのうちの 7 から 15

コロニーが E. albertii であると

確定された。鶏肉検体の非接種で

は、条件によって釣菌コロニーが

なかったものから最大 15 コロニー

であったが、全機関の全分離培地

で E. albertii は分離されなかっ

た。モヤシ検体の低菌数接種では、

釣菌したコロニー数は分離培地の

種類や機関によってはなかったも

のから最大 15 コロニーであり、そ

れら釣菌したコロニーの全てが E. 

albertii でなかった分離培地が複

数の機関で認められた。モヤシ検

体の高菌数接種でも、釣菌したコ

ロニー数は分離培地の種類や機関

によっては 2 から最大 15 コロニー

であり、それら釣菌したコロニー

の全てが E. albertii でなかった

分離培地が１機関で認められた。

モヤシ検体の非接種では、全機関

の各分離培地で釣菌したコロニー

数は 0 から 15 コロニーであったが、

いずれも E. albertii ではなかっ

た。 

また、各分離培地での釣菌した

コロニーのうち E. albertii コロ

ニーの割合（全機関合計）を集計し

た （ 表 ４ ）。 RX-DHL で 522/581

（ 89.8% ）、 RX-MAC で 548/615

（89.1%）、DHL で 435/684（63.6%）、

MAC で 404/796 （ 50.8% ） が E. 

albertii であった。 

（９）感度と特異性 
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各分離結果について、検出方法

別 に 感 度 及 び 特 異 性 を 算 出 し た

（表５）。E. albertii 検出リアル

タイム PCR 法(IC を含む)の検出感

度は、鶏肉およびモヤシの両検体

の低菌数接種および高菌数接種の

両条件で 1.000 であった。分離培

養法では、鶏肉検体の低菌数接種

の検出感度は、RX-DHL および RX-

MAC で 1.000、DHL で 0.970、MAC で

0.939 であった。鶏肉検体の高菌数

接種の検出感度は、分離に用いた

４種類の全分離培地で 1.000 であ

った。モヤシ検体の低菌数接種の

検出感度は、RX-DHL で 0.667、RX-

MAC で 0.727、DHL で 0.576、MAC で

0.515 であった。モヤシ検体の高菌

数 接 種 の 検 出感度 は 、 RX-DHL で

0.970、 RX-MAC で 0.939、 DHL で

0.879、MAC で 0.848 であった。 

特異性は、E. albertii 検出リア

ルタイム PCR 法(IC を含む)におい

て、鶏肉検体およびモヤシ検体で、

E. albertii 検出は 0.939 であっ

た。なお、IC は、いずれの検体で

も 1.000 であった。分離培養法に

おいて、鶏肉検体およびモヤシ検

体で、4 種類の全分離培地で特異性

は 1.000 であった。 

統計解析を行った結果、Outlier

の機関はなかったため、全機関の

データを用いて検出方法間の有意

差 検 定 を 行 っ た 。 た だ し 、 E. 

albertii 検出リアルタイム PCR 法

(IC を含む)の IC 検出については、

E. albertii が陰性の場合に IC が

陽性であれば反応系としては正し

く実施されたことがわかり、真の

陰性（偽陰性ではない）であること

を確認するために設定しているた

め、統計解析には含めなかった。リ

アルタイム PCR 法および 4 種類の

培地による分離培養法の計 5 種類

の方法を比較した結果、鶏肉検体

では方法間に有意な差は認められ

なかった。一方、モヤシ検体では、

分離培養法の DHL および MAC は、

E. albertii 検出リアルタイム PCR

法(IC を含む)よりも検出率が有意

に低かった。次に、4 種類の培地に

よる分離培養法間を比較した結果、

鶏肉検体では、DHL および MAC は、

RX-DHL および RX-MAC よりも検出

率が有意に低かった。一方、モヤシ

検体では、MAC は、RX-DHL および

RX-MAC よりも検出率が有意に低か

った。 

 

D.考察 

E. albertii を対象とした食品

での検査法の確立のために、11 試

験検査機関によるコラボレイティ

ブ・スタディを行った。E. albertii

と同じく食中毒原因細菌の一種で
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ある腸管出血性大腸菌を参照し、

既に確立され通知されている食品

での腸管出血性大腸菌の検査法の

通知（「食品からの腸管出血性大腸

菌 O26、O103、O111、O121、O145 及

び O157 の検査法」平成 26 年 11 月

20 日付け食安監発 1120 第１号）を

参考にして同様の増菌培養法およ

び分離培養法を利用し、また、遺伝

子スクリーニングの考え方も取り

入れて、効果的かつ効率的な検査

法とすることとした。本コラボレ

イティブ・スタディでの試験法は、

添加剤 AB 加 mEC 培地中での 42℃

での増菌培養法と遺伝子検出法お

よび各選択分離培地の組み合わせ

による分離培養法で構成された。

食品検体には、E. albertii の鶏肉

汚染が報告されていることから鶏

肉を選定し、また、野菜が原因と推

定される集団食中毒事例の報告が

あったことから、より夾雑菌が多

いモヤシを選定した。また、本コラ

ボレイティブ・スタディ参加の複

数機関と実施した先行研究にて、

本コラボレイティブ・スタディに

供試しなかった E. albertii 1 株

についても野菜や海産物などの多

種の食品に菌を接種して各種検出

法を比較検討した。それらの結果

を鑑みて、優れていると考えられ

る検査法を採用してコラボレイテ

ィブ・スタディの試験を構成した。 

本コラボレイティブ・スタディ

の結果、検出感度は、高菌数接種

（88.5 CFU/25g）では、鶏肉検体で

全ての検出方法で 1.000 であり、

モヤシ検体では E. albertii 検出

リアルタイム PCR 法(IC を含む)で

1.000 で あ り 、 分 離 培 養 法 で は

0.848-0.970 であった（表５）。80 

CFU 以 上 で あ れ ば 高 率 に E. 

albertii が検出されることが判明

した。低菌数接種（17.7 CFU/25g）

では、鶏肉検体で E. albertii 検

出リアルタイム PCR 法(IC を含む)

および分離培養法の RX-DHL と RX-

MAC で 1.000 であり、分離培養法の

DHL で 0.970、MAC で 0.939 であっ

た。モヤシ検体では E. albertii 検

出リアルタイム PCR 法(IC を含む)

で 1.000 であり、分離培養法では

0.515-0.727 であった。これらの結

果から、約 18CFU の菌数レベルで

あっても鶏肉検体からは高率に検

出され、モヤシ検体でも過半数か

らは検出されることが判明した。

モヤシ検体の分離培養法で検出率

が低下した理由として、モヤシ検

体に含まれる夾雑菌が影響してい

る可能性が考えられた。本コラボ

レイティブ・スタディで使用した

鶏肉検体の一般生菌数は 1.8×104 

CFU/g であるのに対し、モヤシ検体
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は 6.9×107 CFU/g と約 1,000 倍ほ

ど高く、また、大腸菌群数も鶏肉検

体の約 10,000 倍高かった。そのた

め、接種した E. albertii が増菌

培養液中にて十分に増殖できてい

なかった可能性が考えられた。E. 

albertii 検出リアルタイム PCR 法

(IC を含む)において、低菌数接種

の鶏肉検体で Ct 値約 17-25、モヤ

シ検体で Ct 値約 19-34 であり、さ

らに高菌数接種の鶏肉検体で Ct 値

約 16-21、モヤシ検体で Ct 値約 18-

30 と、いずれの接種菌数でもモヤ

シ検体の方が Ct 値が高く、増菌培

養液中の E. albertii 菌数が鶏肉

検体よりも低いことが示された。 

E. albertii 検出リアルタイム

PCR 法(IC を含む)で検出されたが、

分離培養法で E. albertii が検出

されない検体は、鶏肉検体の低菌

数接種において 1 機関で DHL での

3 検体中 1 検体および MAC での 3 検

体中 2 検体の合計 3 検体が存在し

た。同様に、モヤシ検体の低菌数接

種において 8 機関で RX-DHL の 11

検体、RX-MAC の 9 検体、DHL の 14

検体、MAC の 16 検体の合計 50 検体

が分離培養法で E. albertii が検

出されなかった。モヤシ検体の高

菌数接種において 4 機関で RX-DHL

の 1 検体、RX-MAC の 2 検体、DHL の

4 検体、MAC の 5 検体の合計 12 検

体が分離培養法で E. albertii が

検出されなかった。これらの結果

から、E. albertii 検出リアルタイ

ム PCR 法(IC を含む)のほうが分離

培養法よりも検出性が優れている

ことが示され、リアルタイム PCR 法

をスクリーニングに使用し、陽性

であった検体を分離培養法に供試

することで効率的な試験が行える

ものと考えられた。 

E. albertii 検出リアルタイム

PCR 法(IC を含む)で検出され、分

離培養法で検出されない検体では、

増菌培地中で E. albertii は増殖

しているにもかかわらず分離され

ないということから、本コラボレ

イティブ・スタディで設定した釣

菌するコロニー数（5 コロニー）以

上に釣菌することによって分離培

養法の検出感度が向上する可能性

が考えられた。試験の際には、釣菌

するコロニー数も重要であると考

えられる。 

本コラボレイティブ・スタディ

では、4 種類の分離培地を使用した

が、ラムノースとキシロースを添

加した培地、すなわち RX-DHL およ

び RX-MAC のほうが感度が高い結果

であった（表５）。また、釣菌した

コロニー数はラムノースとキシロ

ースを添加しない培地、すなわち

DHL および MAC のほうが多いにも
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か か わ ら ず 、 コ ロ ニ ー が E. 

albertii であった割合は低い結果

であった（表４）。ラムノースとキ

シロースを添加した培地のほうが

鑑別性が高くなることで、効率的

かつ高感度に試験が実施されると

考えられた。また、本コラボレイテ

ィブ・スタディでは、各種分離培地

上のコロニーを RX-DHL に継代し、

E. albertii の特徴である無色コ

ロニーのみを PCR に供試した。こ

れは、E. albertii の特異的な選択

剤が未開発であるため糖の分解を

指標にコロニーを選別する必要が

あり、隣接するコロニーの影響を

大きく受ける可能性を考慮したた

めである。本試験結果においても、

各 種 選 択 培 地 上 に 生 育 し た E. 

albertii と 疑 わ れ る コ ロ ニ ー を

RX-DHL 上 に 単 離 し た 際 に 、 E. 

albertii とは異なる発色を示すコ

ロニーが生育した例が多数認めら

れた。分離培地として RX-DHL を選

択した場合でも、釣菌した 581 コ

ロニーのうち 57 コロニー（約 1 割）

は E. albertii 以外の細菌種であ

ったため、分離培地から疑われる

コロニーを RX-DHL に継代してコロ

ニーの発色を確かめることは有効

な手法と考えられる。 

E. albertii 検出リアルタイム

PCR 法(IC を含む)の特異性につい

ては、非接種で偽陽性を示した鶏

肉検体およびモヤシ検体が各 2 検

体（合計 4 検体）（表１、表５）認

められた。これら 4 検体全て、２反

応のうちの１反応のみ Ct 値が得ら

れており、1 検体を除き Ct 値が約

40 以上と高かった。1 検体は Ct 値

が 20 と低かったが、増幅曲線を確

認したところ、波打つように乱れ

ていたために正確な Ct 値が得られ

なかったと考えられた（詳細略）。

これら 4 検体について、後日冷蔵

保管していた食品培養液から改め

て DNA を抽出し直し、リアルタイ

ム PCR を実施したところ、全て陰

性となった。培養液由来の夾雑物

によるリアルタイム PCR の増幅効

率への影響もあるため、Ct 値が約

40 以上など大きい値の場合や増幅

曲線に乱れがある場合は、抽出操

作から再度行うことが推奨される。

ま た 、 検 体 作 製 前 に 食 品 が E. 

albertii に自然汚染されていない

ことを確認したが、食品での自然

汚染には偏りが考えられるため検

体採取部の違いによる結果の違い

はあり得ると考える。このため、自

然汚染の対象菌を検出した可能性

は否定できないが、試験操作にお

ける微量の交差汚染や検体の取り

違いも発生した可能性も考えられ

る。 
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以上のように、本コラボレイテ

ィブ・スタディで使用された添加

剤 AB 加 mEC 培地（42℃）での増菌

培養法、遺伝子検出法および各種

分離培地を用いた分離培養法によ

って E. albertii の比較的高率な

検出が認められた。また、本コラボ

レイティブ・スタディでは、釣菌す

るコロニー数に限度を設けていた

が、実際の試験では遺伝子検出陽

性になった検体では、分離平板培

地から釣菌するコロニー数を多く

することによって検出率を向上さ

せる必要があると考えられる。さ

らに、本コラボレイティブ・スタデ

ィの結果にかかわらず、各機関で

の試験室内や試験手順等の確認な

どを改めて行う機会として有用で

あると思われる。 

 

E.結論 

本コラボレイティブ・スタディ

では、E. albertii の食品での検査

法を確立するために、11 試験研究

機関の参加のもとに本菌接種食品

検体（低菌数レベル：17.7 CFU/25g、

高菌数レベル：88.5 CFU/25g）を用

い て 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 E. 

albertii 特異的リアルタイム PCR

法は、分離培養法と同等またはそ

れよりも優れており、分離培養法

のなかではラムノースおよびキシ

ロースを添加した分離培地が添加

しないものよりも優れていた。そ

れらの感度は、総じて比較的高い

ことが確認され、本コラボレイテ

ィブ・スタディの前に取り組んだ

先行研究結果を鑑みると他食品へ

の応用においても良好な結果が得

られることが期待される。本コラ

ボレイティブ・スタディで使用し

たような方法を用いて、選択増菌

培養を行い、その増菌培養液を供

試して E. albertii 特異的リアル

タイム PCR 法によるスクリーニン

グを行い、陽性検体については増

菌培養液を選択分離培地にて分離

培 養 す る こ と が 、 食 品 で の E. 

albertii 検査法として優れた方法

であると考えられる。 

 

F.健康危険情報 

なし 

 

G.研究発表 

（誌上発表） 

Hirose, S., Nakamura, Y., Arai, S., 

and Hara-Kudo, Y. Development of a 

selective enrichment medium for the 

detection of Escherichia albertii in 

foods and the analysis of a 

foodborne outbreak.（投稿中） 

 

（学会等発表） 
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品微生物学会学術総会．令和 3 年

9 月 21 日-10 月 20 日．オンデマ

ンド 

廣瀬昌平、大屋賢司、新井沙倉、 
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Escherichia albertii に適する

選択増菌培地の開発. 第 117 回

日本食品衛生学会学術講演会．令
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図図１１ EEsscchheerriicchhiiaa  aallbbeerrttiiiiのの検検査査法法ののココララボボレレイイテティィブブ・・ススタタデディィ

4422±±１１℃℃2222±± 22時時間間増増菌菌

食食品品2255ggにに添添加加剤剤加加mmEECC培培地地222255mmllをを添添加加（（２２日日目目））

DDNNAA抽抽出出（（アアルルカカリリ熱熱抽抽出出））nn11
--8800℃℃保保存存 （（３３日日目目））

リリアアルルタタイイムムPPCCRR法法
（（３３日日目目以以降降ののいいずずれれかかのの日日））

培培養養液液 00..11  mmllをを

各各11本本 合合計計1199本本

培培養養液液 11..00  mmllをを各各11本本

合合計計1199本本

疑疑わわれれるるココロロニニーーををRRXX--DDHHLL培培地地にに
継継代代（（４４日日目目））

培培 養養 液液（（３３日日目目））

EEsscchheerriicchhiiaa  aallbbeerrttiiii

鶏鶏肉肉 高高菌菌数数 ３３
低低菌菌数数 ３３
非非接接種種 ３３
陽陽性性検検体体 １１

モモヤヤシシ 高高菌菌数数 ３３
低低菌菌数数 ３３
非非接接種種 ３３

当当日日 発発送送

検検体体数数((計計1199))

１１日日目目 調調製製

平平板板へへ画画線線 （（３３日日目目））

判判定定
＋＋((CCtt値値））ままたたははーー

• RRXX--DDHHLL      nn22

• RRXX--MMAACC      nn22
• DDHHLL            nn22

• MMAACC            nn22

3377 ±± 11℃℃  2222〜〜2244時時間間

• EE..  aallbbeerrttiiii（（FFAAMM））nn22

• IICC（（HHEEXX））nn22
をを測測定定

3377 ±± 11℃℃  2222〜〜2244時時間間

無無色色ココロロニニーーににつついいてて
リリアアルルタタイイムムPPCCRR法法
（（５５日日目目以以降降ののいいずずれれかかのの日日））

判判定定
＋＋ ((CCtt値値））ままたたははーー

• EE..  aallbbeerrttiiii（（FFAAMM））nn11

• IICC（（HHEEXX））nn11
をを測測定定

参考：表 2

参考：表 3

参考：表 1

まとめ 参考：表 4
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表 1.　リアルタイムPCR法でのE. albertii検出率

判定 Ct値 判定 Ct値 判定 Ct値

接種：低菌数 3/3
a 18.9-20.8 3/3 20.1-21.5 3/3 17.9-18.5

：高菌数 3/3 17.2-19.1 3/3 16.8-17.5 3/3 15.9-16.2

非接種 0/3 - 0/3 - 1/3 20.2

接種：低菌数 3/3 20.7-23.3 3/3 23.0-26.0 3/3 20.2-21.7

：高菌数 3/3 20.0-20.8 3/3 20.7-21.2 3/3 19.6-20.7

非接種 0/3 - 0/3 - 0/3 -

判定 Ct値 判定 Ct値 判定 Ct値

接種：低菌数 3/3 17.3-17.9 3/3 19.2-24.9 3/3 17.9-19.1

：高菌数 3/3 16.8-19.4 3/3 18.9-21.0 3/3 17.1-17.8

非接種 0/3 - 0/3 - 0/3 -

接種：低菌数 3/3 18.7-19.0 3/3 30.3-33.5 3/3 22.8-25.9

：高菌数 3/3 18.6-19.1 3/3 26.4-29.8 3/3 21.3-21.6

非接種 2/3 40.1-41.0 0/3 - 0/3 -

判定 Ct値 判定 Ct値 判定 Ct値

接種：低菌数 3/3 18.3-19.4 3/3 18.0-21.7 3/3 18.2-20.6

：高菌数 3/3 16.8-17.1 3/3 16.5-20.2 3/3 17.8-18.3

非接種 0/3 - 0/3 - 1/3 39.7

接種：低菌数 3/3 24.3-26.6 3/3 20.7-24.7 3/3 24.2-24.7

：高菌数 3/3 22.0-24.0 3/3 19.6-21.9 3/3 20.4-21.4

非接種 0/3 - 0/3 - 0/3 -

判定 Ct値 判定 Ct値

接種：低菌数 3/3 19.8-21.3 3/3 16.5-17.9

：高菌数 3/3 18.0-18.5 3/3 16.0-17.4

非接種 0/3 - 0/3 -

接種：低菌数 3/3 23.5-23.8 3/3 21.3-22.7

：高菌数 3/3 20.8-21.4 3/3 18.3-20.2

非接種 0/3 - 0/3 -

a
判定：陽性検体数／総検体数 Ct値： 検出サイクル数

2反応のうち片方でも+の検体を陽性（＋）としてカウント

モヤシ

1 2 3

4 5 6

7 8 9

モヤシ

鶏肉

機関番号

機関番号

鶏肉

鶏肉

機関番号

モヤシ

10 11

鶏肉

モヤシ

機関番号

− 91 −



表
 
2
.
　
分
離
培
地
か
ら
R
X
-
D
H
L
に
継
代
し
た
コ
ロ
ニ
ー
の
う
ち
の
E
.
 
a
l
b
e
r
t
i
i
様
無
色
コ
ロ
ニ
ー
の
割
合
（
全
機
関
合
計
）

R
X
-
D
H
L

R
X
-
M
A
C

D
H
L

M
A
C

接
種
：
低
菌
数

1
4
6
/
1
5
5
a
(
0
.
9
4
2
)

1
5
4
/
1
6
1
(
0
.
9
5
7
)

1
2
1
/
1
5
9
(
0
.
7
6
1
)

1
2
2
/
1
6
4
(
0
.
7
4
4
)

：
高
菌
数

1
6
0
/
1
6
1
(
0
.
9
9
4
)

1
6
4
/
1
6
5
(
0
.
9
9
4
)

1
4
7
/
1
6
0
(
0
.
9
1
9
)

1
3
7
/
1
6
3
(
0
.
8
4
0
)

非
接
種

0
/
1
8
(
0
.
0
0
0
)

0
/
2
5
(
0
.
0
0
0
)

0
/
9
4
(
0
.
0
0
0
)

0
/
1
3
8
(
0
.
0
0
0
)

接
種
：
低
菌
数

8
0
/
9
7
(
0
.
8
2
5
)

1
0
0
/
1
1
8
(
0
.
8
4
7
)

6
5
/
1
2
1
(
0
.
5
3
7
)

5
1
/
1
5
8
(
0
.
3
2
3
)

：
高
菌
数

1
3
7
/
1
4
5
(
0
.
9
4
5
)

1
3
3
/
1
3
7
(
0
.
9
7
1
)

1
0
4
/
1
1
0
(
0
.
9
4
5
)

9
4
/
1
6
0
(
0
.
5
8
8
)

非
接
種

1
/
5
(
0
.
2
0
0
)

3
/
9
(
0
.
3
3
3
)

0
/
4
0
(
0
.
0
0
0
)

0
/
1
3
0
(
0
.
0
0
0
)

5
2
4
/
5
8
1
(
0
.
9
0
2
)

5
5
4
/
6
1
5
(
0
.
9
0
1
)

4
3
7
/
6
8
4
(
0
.
6
3
9
)

4
0
4
/
7
9
6
(
0
.
5
0
8
)

a
継
代
し
た
R
X
-
D
H
L
培
地
上
の
E.
 a
lb
er
ti
i
様
無
色
コ
ロ
ニ
ー
数
／
各
培
地
上
の
E.
 a
lb
er
ti
i
様
無
色
コ
ロ
ニ
ー
数

合
計

鶏
肉

モ
ヤ
シ

− 92 −



表
 
2
.
　
分
離
培
地
か
ら
R
X
-
D
H
L
に
継
代
し
た
コ
ロ
ニ
ー
の
う
ち
の
E
.
 
a
l
b
e
r
t
i
i
様
無
色
コ
ロ
ニ
ー
の
割
合
（
全
機
関
合
計
）

R
X
-
D
H
L

R
X
-
M
A
C

D
H
L

M
A
C

接
種
：
低
菌
数

1
4
6
/
1
5
5
a
(
0
.
9
4
2
)

1
5
4
/
1
6
1
(
0
.
9
5
7
)

1
2
1
/
1
5
9
(
0
.
7
6
1
)

1
2
2
/
1
6
4
(
0
.
7
4
4
)

：
高
菌
数

1
6
0
/
1
6
1
(
0
.
9
9
4
)

1
6
4
/
1
6
5
(
0
.
9
9
4
)

1
4
7
/
1
6
0
(
0
.
9
1
9
)

1
3
7
/
1
6
3
(
0
.
8
4
0
)

非
接
種

0
/
1
8
(
0
.
0
0
0
)

0
/
2
5
(
0
.
0
0
0
)

0
/
9
4
(
0
.
0
0
0
)

0
/
1
3
8
(
0
.
0
0
0
)

接
種
：
低
菌
数

8
0
/
9
7
(
0
.
8
2
5
)

1
0
0
/
1
1
8
(
0
.
8
4
7
)

6
5
/
1
2
1
(
0
.
5
3
7
)

5
1
/
1
5
8
(
0
.
3
2
3
)

：
高
菌
数

1
3
7
/
1
4
5
(
0
.
9
4
5
)

1
3
3
/
1
3
7
(
0
.
9
7
1
)

1
0
4
/
1
1
0
(
0
.
9
4
5
)

9
4
/
1
6
0
(
0
.
5
8
8
)

非
接
種

1
/
5
(
0
.
2
0
0
)

3
/
9
(
0
.
3
3
3
)

0
/
4
0
(
0
.
0
0
0
)

0
/
1
3
0
(
0
.
0
0
0
)

5
2
4
/
5
8
1
(
0
.
9
0
2
)

5
5
4
/
6
1
5
(
0
.
9
0
1
)

4
3
7
/
6
8
4
(
0
.
6
3
9
)

4
0
4
/
7
9
6
(
0
.
5
0
8
)

a
継
代
し
た
R
X
-
D
H
L
培
地
上
の
E.
 a
lb
er
ti
i
様
無
色
コ
ロ
ニ
ー
数
／
各
培
地
上
の
E.
 a
lb
er
ti
i
様
無
色
コ
ロ
ニ
ー
数

合
計

鶏
肉

モ
ヤ
シ

表
 
3
.
　
継
代
で
E
.
 
a
l
b
e
r
t
i
i
様
無
色
の
コ
ロ
ニ
ー
の
う
ち
P
C
R
で
E
.
a
l
b
e
r
t
i
i
で
あ
る
と
確
定
さ
れ
た
コ
ロ
ニ
ー
の
割
合
（
全
機
関
合
計
）

R
X
-
D
H
L

R
X
-
M
A
C

D
H
L

M
A
C

接
種
：
低
菌
数

1
4
6
/
1
4
6
a
(
1
.
0
0
0
)

1
5
4
/
1
5
4
(
1
.
0
0
0
)

1
2
1
/
1
2
1
(
1
.
0
0
0
)

1
2
2
/
1
2
2
(
1
.
0
0
0
)

：
高
菌
数

1
6
0
/
1
6
0
(
1
.
0
0
0
)

1
6
4
/
1
6
4
(
1
.
0
0
0
)

1
4
7
/
1
4
7
(
1
.
0
0
0
)

1
3
7
/
1
3
7
(
1
.
0
0
0
)

非
接
種

0
/
0
(
0
.
0
0
0
)

0
/
0
(
0
.
0
0
0
)

0
/
0
(
0
.
0
0
0
)

0
/
0
(
0
.
0
0
0
)

接
種
：
低
菌
数

7
9
/
8
0
(
0
.
9
8
8
)

9
7
/
1
0
0
(
0
.
9
7
0
)

6
3
/
6
5
(
0
.
9
6
9
)

5
1
/
5
1
(
1
.
0
0
0
)

：
高
菌
数

1
3
7
/
1
3
7
(
1
.
0
0
0
)

1
3
3
/
1
3
3
(
1
.
0
0
0
)

1
0
4
/
1
0
4
(
1
.
0
0
0
)

9
4
/
9
4
(
1
.
0
0
0
)

非
接
種

0
/
1
(
0
.
0
0
0
)

0
/
3
(
0
.
0
0
0
)

0
/
0
(
0
.
0
0
0
)

0
/
0
(
0
.
0
0
0
)

5
2
2
/
5
2
4
(
0
.
9
9
6
)

5
4
8
/
5
5
4
(
0
.
9
8
9
)

4
3
5
/
4
3
7
(
0
.
9
9
5
)

4
0
4
/
4
0
4
(
1
.
0
0
0
)

a
P
C
R
で
E.
 a
lb
er
ti
i
で
あ
る
と
確
定
さ
れ
た
コ
ロ
ニ
ー
数
／
継
代
し
た
R
X
-
D
H
L
培
地
で
E.
 a
lb
er
ti
i
様
無
色
で
あ
っ
た
コ
ロ
ニ
ー
数

合
計

鶏
肉

モ
ヤ
シ
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表
 
4
.
　
各
分
離
培
地
で
の
釣
菌
し
た
コ
ロ
ニ
ー
の
う
ち
E
.
 
a
l
b
e
r
t
i
i
コ
ロ
ニ
ー
の
割
合
（
全
機
関
合
計
）

R
X
-
D
H
L

R
X
-
M
A
C

D
H
L

M
A
C

接
種
：
低
菌
数

1
4
6
/
1
5
5
a
(
0
.
9
4
2
)

1
5
4
/
1
6
1
(
0
.
9
5
7
)

1
2
1
/
1
5
9
(
0
.
7
6
1
)

1
2
2
/
1
6
4
(
0
.
7
4
4
)

：
高
菌
数

1
6
0
/
1
6
1
(
0
.
9
9
4
)

1
6
4
/
1
6
5
(
0
.
9
9
4
)

1
4
7
/
1
6
0
(
0
.
9
1
9
)

1
3
7
/
1
6
3
(
0
.
8
4
0
)

非
接
種

0
/
1
8
(
0
.
0
0
0
)

0
/
2
5
(
0
.
0
0
0
)

0
/
9
4
(
0
.
0
0
0
)

0
/
1
3
8
(
0
.
0
0
0
)

接
種
：
低
菌
数

7
9
/
9
7
(
0
.
8
1
4
)

9
7
/
1
1
8
(
0
.
8
2
2
)

6
3
/
1
2
1
(
0
.
5
2
1
)

5
1
/
1
5
8
(
0
.
3
2
3
)

：
高
菌
数

1
3
7
/
1
4
5
(
0
.
9
4
5
)

1
3
3
/
1
3
7
(
0
.
9
7
1
)

1
0
4
/
1
1
0
(
0
.
9
4
5
)

9
4
/
1
6
0
(
0
.
5
8
8
)

非
接
種

0
/
5
(
0
.
0
0
0
)

0
/
9
(
0
.
0
0
0
)

0
/
4
0
(
0
.
0
0
0
)

0
/
1
3
0
(
0
.
0
0
0
)

5
2
2
/
5
8
1
(
0
.
8
9
8
)

5
4
8
/
6
1
5
(
0
.
8
9
1
)

4
3
5
/
6
8
4
(
0
.
6
3
6
)

4
0
4
/
7
9
6
(
0
.
5
0
8
)

a
P
C
R
で
E
.
 
a
l
b
e
r
t
i
i
で
あ
る
と
確
定
さ
れ
た
コ
ロ
ニ
ー
数
／
各
分
離
培
地
で
E
.
 
a
l
b
e
r
t
i
i
様
無
色
で
あ
っ
た
コ
ロ
ニ
ー
数

合
計

鶏
肉

モ
ヤ
シ
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表
 
4
.
　
各
分
離
培
地
で
の
釣
菌
し
た
コ
ロ
ニ
ー
の
う
ち
E
.
 
a
l
b
e
r
t
i
i
コ
ロ
ニ
ー
の
割
合
（
全
機
関
合
計
）

R
X
-
D
H
L

R
X
-
M
A
C

D
H
L

M
A
C

接
種
：
低
菌
数

1
4
6
/
1
5
5
a
(
0
.
9
4
2
)

1
5
4
/
1
6
1
(
0
.
9
5
7
)

1
2
1
/
1
5
9
(
0
.
7
6
1
)

1
2
2
/
1
6
4
(
0
.
7
4
4
)

：
高
菌
数

1
6
0
/
1
6
1
(
0
.
9
9
4
)

1
6
4
/
1
6
5
(
0
.
9
9
4
)

1
4
7
/
1
6
0
(
0
.
9
1
9
)

1
3
7
/
1
6
3
(
0
.
8
4
0
)

非
接
種

0
/
1
8
(
0
.
0
0
0
)

0
/
2
5
(
0
.
0
0
0
)

0
/
9
4
(
0
.
0
0
0
)

0
/
1
3
8
(
0
.
0
0
0
)

接
種
：
低
菌
数

7
9
/
9
7
(
0
.
8
1
4
)

9
7
/
1
1
8
(
0
.
8
2
2
)

6
3
/
1
2
1
(
0
.
5
2
1
)

5
1
/
1
5
8
(
0
.
3
2
3
)

：
高
菌
数

1
3
7
/
1
4
5
(
0
.
9
4
5
)

1
3
3
/
1
3
7
(
0
.
9
7
1
)

1
0
4
/
1
1
0
(
0
.
9
4
5
)

9
4
/
1
6
0
(
0
.
5
8
8
)

非
接
種

0
/
5
(
0
.
0
0
0
)

0
/
9
(
0
.
0
0
0
)

0
/
4
0
(
0
.
0
0
0
)

0
/
1
3
0
(
0
.
0
0
0
)

5
2
2
/
5
8
1
(
0
.
8
9
8
)

5
4
8
/
6
1
5
(
0
.
8
9
1
)

4
3
5
/
6
8
4
(
0
.
6
3
6
)

4
0
4
/
7
9
6
(
0
.
5
0
8
)

a
P
C
R
で
E
.
 
a
l
b
e
r
t
i
i
で
あ
る
と
確
定
さ
れ
た
コ
ロ
ニ
ー
数
／
各
分
離
培
地
で
E
.
 
a
l
b
e
r
t
i
i
様
無
色
で
あ
っ
た
コ
ロ
ニ
ー
数

合
計

鶏
肉

モ
ヤ
シ

表
 
5
.
　
検
出
方
法
の
感
度
と
特
異
性

鶏
肉

モ
ヤ
シ

低
菌
数
a

高
菌
数
a

低
菌
数

高
菌
数

R
e
a
l
-
t
i
m
e
 
P
C
R E
.
 
a
l
b
e
r
t
i
i
検
出

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)
b

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

0
.
9
3
9
 
(
3
1
/
3
3
)
C

0
.
9
3
9
 
(
3
1
/
3
3
)

I
C
検
出

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

分
離
培
養
法

R
X
-
D
H
L

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)
d

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

0
.
6
6
7
 
(
2
2
/
3
3
)

0
.
9
7
0
 
(
3
2
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

R
X
-
M
A
C

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

0
.
7
2
7
 
(
2
4
/
3
3
)

0
.
9
3
9
 
(
3
1
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

D
H
L

0
.
9
7
0
 
(
3
2
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

0
.
5
7
6
 
(
1
9
/
3
3
)

0
.
8
7
9
 
(
2
9
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

M
A
C

0
.
9
3
9
 
(
3
1
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

0
.
5
1
5
 
(
1
7
/
3
3
)

0
.
8
4
8
 
(
2
8
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

1
.
0
0
0
 
(
3
3
/
3
3
)

a
 
低
菌
数
：
1
7
.
7
 
c
f
u
/
2
5
 
g
、
高
菌
数
：
8
8
.
5
 
c
f
u
/
2
5
 
g

b
 
陽
性
検
体
数
／
総
接
種
検
体
数

c
 
陰
性
検
体
数
／
総
非
接
種
検
体
数
（
た
だ
し
、
I
C
検
出
で
は
陽
性
検
体
数
／
総
検
体
数
）

d
 
P
C
R
陽
性
検
体
数
／
総
検
体
数

方
法

感
度

特
異
性

鶏
肉

モ
ヤ
シ

− 95 −




